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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、クラスリンおよびアダプター関連タンパク質複合体2のα1サブユニットと相互作用するタンパク質をコードしています。このタンパク質は脳由来のクラスリン被覆小胞分画に存在し、ゴルジ体周辺部および細胞周縁部に局在します。このタンパク質はクラスリンを介したエンドサイトーシスに関与していると考えられています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2008年7月],注意:ここに示す配列はEnsembl自動解析パイプラインから得られたものであり、予備データとして考慮する必要があります。,ドメイン:DPWリピートドメインはAP-2およびクラスリン結合に関与しています。,ドメイン:NPFリピートドメインはEPS15結合に関与しています。,機能:クラスリン被覆陥入部の形成とエンドサイトーシスにおいて役割を果たします。,PTM:ユビキチン化されています。,類似性:エプシンファミリーに属します。,類似性:1つのENTH（エプシンN末端相同性）ドメインを含みます。,類似性:2つのUIM（ユビキチン相互作用モチーフ）リピートを含みます。,細胞内局在:細胞全体の点状構造内に存在し、クラスリン被覆小胞と関連しており、特にゴルジ体領域に集中しています。,サブユニット:EPS15に結合します（類似性による）。AP-2およびクラスリンに結合する。,組織特異性：脳で最も高い発現が認められる。肺および肝臓でも低レベルで検出される。,
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	EPN2抗体を用いたHepG2細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したEpsin 2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

